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 ㈱枦川製茶が全国茶品評会で農林水産大臣賞受賞！ 
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知
覧
銘
茶
研
究
会
・
㈱
枦
川
製
茶
が
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
！

南
九
州
市
は
四
年
ぶ
り
産
地
賞
！　

第
七
十
四
回
全
国
茶
品
評
会

の
普
通
煎
茶
十
㌔
の
部
で
、
南

九
州
市
知
覧
町
の
知
覧
銘
茶
研

究
会
・
㈱
枦
川
製
茶
が
最
高
賞

の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き
ま

し
た
。
ま
た
、
南
九
州
市
が
四

年
ぶ
り
に
産
地
賞
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　
品
評
会
審
査
会
に
は
、
十
六

都
府
県
か
ら
七
茶
種
八
部
門
に

九
八
七
点
が
出
品
さ
れ
、
茶
葉

の
形
状
や
色
合
い
を
見
る
「
外

観
審
査
」
と
、
香
気
や
水
色
、

滋
味
を
確
認
す
る「
内
質
審
査
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
㈱
枦
川
製
茶
は
、
知
覧
町
の

後
岳
で
お
茶
を
作
り
続
け
て

六
十
五
年
目
で
、
今
回
の
受
賞

が
十
年
ぶ
り
五
回
目
の
日
本
一

と
な
り
ま
し
た
。
代
表
取
締
役

の
枦
川
克
可
さ
ん
は
「
簡
単
に

獲
れ
る
賞
で
は
な
い
の
で
、
受

賞
を
聞
い
た
と
き
、
非
常
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
家
族
や
茶
農

家
の
仲
間
た
ち
、
茶
業
関
係
者

な
ど
多
く
の
方
々
が
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
」
と
喜
び
を
語
り
ま

し
た
。

　
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て
お

り
、
毎
年
、
茶
園
の
土
壌
診
断

を
行
い
、
診
断
結
果
を
も
と
に

Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
と
施
肥
設
計
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弟

の
寿
司
さ
ん
と
役
割
を
分
担

し
、
寿
司
さ
ん
が
茶
園
管
理
、

克
可
さ
ん
が
製
造
・
仕
上
げ
加

工
・
販
売
を
行
い
、
協
力
し
合

い
な
が
ら
高
品
質
の
茶
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
克
可
さ
ん
は
、
知
覧
銘
茶
研

究
会
の
会
長
を
務
め
て
お
り
、

茶
農
家
や
行
政
、
Ｊ
Ａ
、
関
係

機
関
と
と
も
に
、
知
覧
茶
の
銘

柄
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
毎
年
、
現
地
検
討
会
や
研

修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
研
修
の
一
部
が
開
催
で

き
ず
、
自
分
の
お
茶
の
仕
上
が

り
を
確
認
で
き
る
重
要
な
機
会

が
失
わ
れ
不
安
だ
っ
た
そ
う
で

す
。「
全
国
お
茶
ま
つ
り
が
南

九
州
市
で
開
催
さ
れ
る
事
や
会

長
と
い
う
立
場
も
あ
り
、
大
き

な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い

た
の
で
、
個
人
の
受
賞
と
南
九

州
市
の
産
地
賞
獲
得
の
喜
び
は

ひ
と
し
お
で
し
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
今
後
に
向
け
て
は
「
今
回
の

受
賞
に
満
足
せ
ず
、
継
続
的
に

高
品
質
の
茶
づ
く
り
に
励
み
た

い
」
と
意
欲
を
話
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
管
内
の
受
賞

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

【
普
通
煎
茶
十
㌔
の
部
】

▽�

農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞

　
＝�

知
覧
銘
茶
研
究
会
・
西
垂

水
茶
業
㈲　
池
田
直
子

▽�

全
国
茶
商
工
業
協
同
組
合
連

合
会
理
事
長
賞

　
＝�

知
覧
銘
茶
研
究
会
・
前
原

翔
太

第
七
十
四
回
全
国
茶
品
評
会

農林水産大臣賞を獲得した枦川製茶

全国茶品評会審査会の様子
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南さつまTOPICS

出荷要領を確認する生産者ら

畜魂碑に手を合わせる関係者

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
枕
崎
工
業
用
甘
し
ょ

生
産
振
興
会
は
八
月
二
十
八
日
、
本
格

的
な
出
荷
を
前
に
、
Ｊ
Ａ
枕
崎
支
所
で

全
体
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
、

行
政
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
約
四
十
人
が
出
席

し
、
出
荷
要
領
に
つ
い
て
協
議
し
、
計

画
的
な
出
荷
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
中
原
重
信
会
長
は
「
本
格

的
な
出
荷
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
が
、
プ

ロ
意
識
を
持
っ
て
新
鮮
で
良
質
な
甘

し
ょ
の
出
荷
に
努
め
よ
う
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　
酒
造
用
は
八
月
末
か
ら
、
で
ん
粉
用

は
九
月
中
旬
か
ら
出
荷
が
ス
タ
ー
ト

し
、
十
一
月
末
ま
で
続
き
ま
す
。

　
㈱
Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し
ま
南
薩
工
場
は

九
月
五
日
、
畜
魂
祭
を
行
い
ま
し
た
。

従
業
員
や
行
政
、
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
、
関

係
機
関
の
関
係
者
二
十
五
人
が
参
列

し
、
食
肉
と
し
て
供
さ
れ
た
家
畜
に
感

謝
し
、
供
養
し
ま
し
た
。
畜
魂
碑
の
前

で
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
関
係
者
が
畜

魂
碑
に
手
を
合
わ
せ
て
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。
北
村
裕
司
代
表
取
締
役
社
長
は

「
国
民
の
た
ん
ぱ
く
源
と
し
て
供
さ
れ

た
牛
豚
の
御
霊
に
感
謝
し
た
い
。
今
後

も
、
安
心
・
安
全
な
食
肉
の
供
給
に
取

り
組
み
、
地
域
に
根
ざ
し
た
工
場
作
り

に
努
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

特
等
に
前
原
佐
知
男
さ
ん
輝
く青果

用
さ
つ
ま
い
も
品
評
会

形状、外観を確認する関係者ら

　
そ
の
他
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

�
（
敬
称
略
）

▽
優
等
＝
加
治
佐
光
秋

▽
一
等
＝
白
坂
隼
男

▽
二
等
＝
上
木
原
人
志
、
射
手
園
一
清

　
知
覧
町
園
芸
振
興
会
さ
つ
ま
い
も
部

会
は
八
月
二
十
一
日
、
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま

塗
木
選
果
場
で
、
青
果
用
さ
つ
ま
い
も

の
品
評
会
を
開
催
し
、
特
等
に
前
原
佐

知
男
さ
ん
が
輝
き
ま
し
た
。

　
Ａ
品
Ｌ
サ
イ
ズ
の
長
イ
モ
五
㌔
箱
十

六
点
が
出
品
さ
れ
、
部
会
の
役
員
や
行

政
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
が
、
形
状
や
外
観
、

重
さ
な
ど
を
厳
正
に
審
査
し
ま
し
た
。

今
年
産
は
長
雨
や
日
照
不
足
の
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
梅
雨
明
け
以
降

は
晴
天
が
続
き
、
順
調
に
肥
大
し
て
、

品
評
会
に
は
高
品
質
の
さ
つ
ま
い
も
が

揃
い
ま
し
た
。

特等の前原さん出品のさつまいも

出
荷
の
本
格
化
前
に
情
報
共
有

枕
崎
工
業
用
甘
し
ょ
生
産
振
興
会

家
畜
の
命
に
感
謝

㈱
Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し
ま
南
薩
工
場
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ソラマメの種を丁寧に並べる職員ら

五
反
田
一
郎
さ
ん
が
銅
賞
一
席
受
賞

九
州
管
内
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
出
品
牛
の
全
体
平
均
は
、
枝

肉
重
量
が
五
四
五
・
六
㌔
、
ロ
ー
ス
芯

面
積
が
一
〇
〇
・
四
㌢
、
バ
ラ
の
厚
さ

が
九・七
㌢
で
高
水
準
の
成
績
で
し
た
。

　
団
体
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
県
経
済
連

肉
用
牛
事
業
部
の
栗
脇
豊
部
長
は
「
和

牛
改
良
と
生
産
者
の
努
力
の
賜
物
で

す
。
全
体
的
に
肥
育
技
術
が
上
が
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
九
州
地
区
の
Ｊ
Ａ
系
統
農
家
が
肥
育

技
術
を
競
う
第
四
十
四
回
九
州
管
内
系

統
和
牛
枝
肉
共
励
会
が
九
月
五
日
、
福

岡
県
太
宰
府
市
で
開
か
れ
、
五
反
田
一

郎
さ
ん
（
川
辺
）
の
出
品
牛
が
銅
賞
一

席
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
鹿

児
島
県
経
済
連
が
五
年
連
続
で
団
体
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
共
励
会
は
、
九
州
管
内
に
お
け
る
和

牛
の
肥
育
技
術
の
向
上
お
よ
び
肉
質
改

善
を
図
る
目
的
で
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
回
は
九
州
八
県
か
ら
一
三
六

頭
が
出
品
さ
れ
、
県
内
か
ら
十
七
頭
が

営
農
指
導
員
が
情
報
交
換

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
班
会

情報交換を行う営農指導員ら

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
は
八
月
十
九
日
と
二

十
一
日
、
営
農
指
導
班
会
を
開
き
、
営

農
指
導
員
、
県
中
央
会
の
担
当
者
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。
会
で
は
、
七
月
に
導

入
し
た
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
状

況
や
、
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗
を

確
認
し
、
国
の
事
業
を
活
用
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
の
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
自
己
改
革
の
基
本
目
標
で
あ

る
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生

産
の
拡
大
」
に
向
け
て
、
定
期
的
に
指

導
班
会
を
開
催
し
て
、
営
農
指
導
機
能

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
枕
崎
支
所
で
は
、
八
月
二
十
日

か
ら
枕
崎
野
菜
集
荷
場
で
ソ
ラ
マ
メ
の

芽
出
し
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
職
員
ら
が
ボ
ラ
土
を
入
れ
た
育
苗
箱

に
ソ
ラ
マ
メ
の
種
子
を
一
つ
ず
つ
丁
寧

に
並
べ
、
土
を
か
ぶ
せ
て
殺
菌
剤
を
入

れ
た
混
合
剤
を
散
布
し
ま
し
た
。
九
月

上
旬
に
か
け
て
約
八
〇
〇
箱
分
（
一
箱

二
〇
〇
粒
）
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　
発
芽
し
た
種
子
は
、
低
温
処
理
を
施

し
、
生
産
者
は
十
月
上
旬
に
定
植
を
始

め
、
順
調
に
生
育
が
進
め
ば
、
翌
年
一

月
上
旬
か
ら
収
穫
を
迎
え
ま
す
。

五反田一郎さんの出品枝肉

ソ
ラ
マ
メ
芽
出
し
作
業
着
々
と

Ｊ
Ａ
枕
崎
支
所
管
内

出品枝肉が並ぶ審査会場
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管内の身近にある情報をご紹介するコーナーです。
きれいな風景や花、地域の行事などありましたら、
最寄りの支所へご連絡ください。レインボーニュースレインボーニュース

川  

辺

知  

覧
枕  

崎

加
世
田

大  

笠

　南九州市は９月９日、新型コロナウイルスの影響で修
学旅行の行き先を県内に変更した小学生を歓迎するセレ
モニーを行いました。地元の知覧小学校の児童38人が、
「ねぷた祭り」を披露し、笛や太鼓などで奏でる迫力あ
る演奏で、修学旅行生らを歓迎しました。
　この日は、鹿児島市立武岡小学校の６年生58人が知
覧平和記念会館を訪れ、知覧小の児童や市関係者が出迎
えました。

　南さつま市立坊津学園の４年生16人は９月８日、食
農教育の一環で、同校の農園で桜島大根の種まきを行い
ました。同市役所農水振興課とＪＡ南さつま枕崎支所の
山口廣和営農指導員の指導のもと、１人５粒ずつ手に取
り、まき方を教わりながら丁寧に種をまきました。今後
は生育観察や管理作業を行い、１月下旬に収穫し、調理
実習でブリ大根を作る予定です。

　南さつま市立大浦小学校の５、６年生17人は８月17
日、学校近くの田園でもち米の稲刈りを行いました。児
童らはＪＡ南さつまの職員や保護者、地域住民と一緒に、
鎌で稲を刈り、藁で稲を束ねて、約１時間半かけて約3.5
㌃を収穫しました。ＪＡ大笠支所は「支所ふれあい活動」
の一環として、同校の食農教育や栽培指導・水田の管理
を行い、食育に協力しています。

　南さつま市の万世保育園の園児らは８月18日、園近
くの田園で稲刈りを体験しました。ＪＡ南さつま加世田
支所の川口和之営農指導員が指導にあたり、園児らに稲
の成長過程や鎌の使い方を教え、園児と一緒に稲を刈り
ました。園児らは、４月に田植えを行い、稲の成長を見
守ってきました。

西広報委員

猪谷広報委員

柏木広報委員

東広報委員

上木原広報委員

クルクマ生産者がアレンジ指導
� フラワーアレンジメント教室

ねぷた囃子で修学旅行生歓迎
� 南九州市立知覧小学校

成長願い桜島大根種まき
� 南さつま市立坊津学園

園児らが稲刈り体験
� 万世保育園

暑さに負けず稲刈り楽しむ
� 南さつま市立大浦小学校

　ＪＡ南さつま川辺支所女性部は８月26日、地元特産の花、クル
クマを使ったフラワーアレンジメント教室を開催し、講師にクルク
マの生産農家で、ＪＡ花き部会の宮地達哉会長を講師に迎え、参加
した部員らはアレンジメント制作を楽しみました。宮地さんは「是
非、自宅でクルクマを飾って楽しんでほしい」と話しました。
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管内の身近にある情報をご紹介するコーナーです。
きれいな風景や花、地域の行事などありましたら、
最寄りの支所へご連絡ください。レインボーニュースレインボーニュース
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郵 便 は が き

8 9 7 0 3 0 263 円 切 手 を
貼って下さい。
又は JA窓口へ

　昨年まいたヘチマの種から芽が出
てきて、今年はいま３本収穫しまし
た。主人の好きな野菜のひとつです。
植物の力強さに感心させられます。
� （枕崎市　Ｓ．Ｔさん）

　ＪＡの店舗を利用しています。
10月からの営業日を見てびっくり
しました。これからは利用する店舗
の営業日を覚えて利用しようと思い
ます。今年は広報誌を見てソラマメ
栽培に挑戦したいと思います。
�（南さつま市加世田　Ｍ．Ｙさん）

　コロナ禍で初孫にも会いに行けな
い状態が続いています。仕事も定年
を迎え、畑の草取りを頑張っていま
す。コロナ禍が早く収束すると願い
ながら・・・。
�（南さつま市加世田　Ａ．Ｋさん）
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このコーナーでは管内在住のお子様や、元気に明るく働く女性を
掲載いたします。自薦・他薦でもよろしいですので、ご希望の方は、
総合対策部　経営企画課 TEL0993-58-7117 まで、ご連絡下さい。

　

南九州市知覧町

Ｑ…職業は？
Ａ…�南九州市の「地域おこし協力隊」として活動して

います。知覧武家屋敷庭園群周辺の活性化と、「体
験する」観光の実現を目指して活動しています。

Ｑ…着任したきっかけ・経緯は？
Ａ…�在住していたインドで学んだ知識や技術を活か
した仕事に就きたいと考え、協力隊に応募し、
2019年 10月に着任しました。

Ｑ…南九州市の印象は？
Ａ…�街の美しさと、新鮮で安くて美味しい食材が豊
富にあるところです。

Ｑ…いま力を入れていることは？
Ａ…�「綿づくり」です。観光客や修学旅行生向けに、
栽培した綿で糸つむぎと布づくりを行うワーク
ショップを開いて、体験を通して楽しんでもら
える観光づくりに取り組んでいます。

Ｑ…今後の目標は？
Ａ…�南九州市の豊富な食材を使って、得意なインド料理
を中心としたインバウンド向けの料理を勉強して、
幅広い観光対応を行いたいです。また、「綿づくり」
と「食材」を軸にした観光で、南九州市の魅力を発
信したいです。
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